
校長室より⑦

ボランティアとして活躍した天龍村大運動会 【９月１２日土曜日】

若鮎学習タイム(ＷＧＴ) 【９月１０日～１５日】

今年度の天龍村大運動会は、コロナウィルス感染症対応のため、小学校と保育園の児童園児の

種目のみで午前中開催と縮小されて行われました。中学生は、当日は高校体験もあり、ボランテ

ィアでの自主参加として活躍しました。

会場の片付けが終わった後、永嶺村長さんや竹田教育長さんよりご丁寧にお褒めの言葉もいた

だきました。

今日は、運動会の手伝いに行ってきました。僕がやったのは、等旗立ての準備や来入児用の旗の

設置をやりました。なるべく素早く行動することができたのでよかったです。返事にも気を使える

ようにできるといいです。

運動会のボランティアに行きました。まずドリンクを配りました。次に各競技の説明を聞いたり、動

いてみたりしました。特に親子競技は難しかったです。本番ではスムーズに動けたり、言われてい

なかったことまで気を利かせてできてよかったです。

テスト前に生徒一人一人が自ら課題を持って、分からないところや苦手なところを相談す

る時間です。２０分間と短い時間ですが、１対１でじっくり取り組むことができる時間です。



天龍村総合防災訓練に参加 【９月１日火曜日】

参観日(水泳) 学校保健委員会 【８月２５日火曜日】

○今回は学校だけじゃなく村の訓練に参加したので、より中学生が動かないといけないこと

がよく分かったし、災害を身近に感じることができた。

○もしもの時は中学生が即戦力になるから周りをよく見て動けるようにしていきたい。

○段ボールベッドを作りました。一つ一つ作るのは少し手間がかかるけれど楽しかったです。

段ボールベッドは思ったよりもしっかりしていて安心しました。もしもの時には自分から

動けるようにしたいです。

「もしも、学校の帰りに通学路途中で地震が来たら、家に一人でいたら、自分で判断して

危険を回避しながら安全な避難ができるのか。 危険な崖や崩れてきそうな空き家などがあ

る中で、一人一人の判断力や実行力が必要となる。そのためには、天龍村のハザードマップ

で危険なところや安全に避難する場所や経路知っておく必要がある。また、天龍村では皆さ

んのような中学生の若い力が村民の安全を守るために必要になるということも心しておいて

ほしい。」という話をしました。自分や周りの人の命を守るための大切な学習ができました。

授業参観では水泳の今年度の成果を保護者の方に見ていただきました。最後に３つの生徒チ

ームと保護者(地域の方)チーム、職員チームでリレーを行い、結果は保護者チームがトップで

した。大変盛り上がりました。

授業参観後には、学校保健委員会で飯田女子短期大学より三浦弥生先生をお迎えし、「睡眠」

についてのご講演を生徒・保護者・職員で拝聴し、学び合いました。


